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１  はじめに  

 

  八雲町落部地区の農業集落排水事業は、施設の整備がほぼ完了

し、事業運営も円滑に行われてきておりますが、近年では、人口

減少による汚水排出量の減少により下水道使用料収入が減少し

ている一方、下水道施設の経年劣化が進み、今後は施設の修繕や

更新にかかる費用が増加していく見込みであり、厳しい経営事情

となっていくことが予想されます。  

  そのような厳しい状況が予想されていますが、農業集落排水

（下水道）は快適な日常生活を送るために欠かすことのできない

ものであり、将来にわたって持続・安定的に事業運営を行ってい

く必要があることから、中長期的な視点に立ち、計画的かつ効率

的な事業運営を行うことが求められます。  

  このことから、八雲町農業集落排水事業の今後 10 年間の基本

計画として、「八雲町農業集落排水事業経営戦略」を策定するも

のであります。  

 

２  事業概要  

 （ 1）事業の現況  

  八雲町の農業集落排水事業は、平成 10 年 10 月 1 日に供用を開

始し、現在まで汚水の処理を行ってきている。  

  平成 27 年度末における下水道整備率は 100.0％で、施設整備は

完了している。  

  水洗化率（平成 27 年度末）については 61.3％であり、下水道

接続率が未だ低い状況となっている。  

 

 ≪下水道整備率≫                （ 単 位：人 、％ ）  

区  分  整 備 済 区 域 内 人 口  認 可 区 域 内 人 口  整 備 率  

落部地区  １，４５４  １，４５４  １００．０  

  

≪水洗化率≫                  （ 単 位 ： 人 、 ％ ） 

区  分  水 洗 化 人 口  整 備 済 区 域 内 人 口  水 洗 化 率  

落部地区  ８９１  １，４５４  ６１．３  

   

会計処理については、農業集落排水事業特別会計を設け、一般

会計と区分して会計処理を行っている。なお、地方公営企業法は

適用していない。  
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  農業集落排水事業特別会計の職員数は、平成 27 年度末で０名

となっている。これは、施設整備が完了したことによる業務量の

減少に合わせて、他会計所属職員が業務を兼務していることによ

るものであり、経費の削減と業務の効率化を図ってきている。  

  集落排水使用料については、直近では平成 26 年度に使用料の

改定を行っている。人口減少等に伴う使用料収入の減や施設の老

朽化による更新経費増大により、財政面において今後厳しい状況

が見込まれることから、将来にわたって安定的に事業運営を行っ

ていくために、適正な使用料となるよう見直しを行った。  

 

 ≪使用料≫                   （ 単 位：円 、税 込 ）  

区  分  条 例 上 の 使 用 料  実 質 的 な 使 用 料  備 考  

平 成 2 7 年 度  ３，５６４  ３，６８６   

平 成 2 6 年 度  ３，５６４  ３，４８６  H 2 6 . 5 月 使 用 分 よ り 改 定  

平 成 2 5 年 度  ３，０２４  ３，１５４   

 ※ 条 例 上 の 使 用 料 と は 、 一 般 家 庭 に お け る 2 0 ㎥ あ た り の 使 用 料 を い う 。  

 ※ 実 質 的 な 使 用 料 と は 、 使 用 料 収 入 の 合 計 を 有 収 水 量 の 合 計 で 除 し た 値 に  

  2 0 ㎥ を 乗 じ た も の （ 家 庭 用 の み で な く 業 務 用 を 含 む ） を い う 。  

 ※ 平 成 2 6 年 度 よ り 消 費 税 率 が ５ ％ か ら ８ ％ に 引 き 上 げ と な っ て い る 。  

 

 （ 2）民間活力の活用等  

  現在は、農業集落排水処理場の維持管理業務についてのみ民間

委託している。  

 

 （ 3）経営比較分析表を活用した現状分析  

  別紙のとおり  
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３  経営の基本方針  

 

現有施設の適正な維持管理と  

将来の施設更新に向けた経営の安定  

 

  八雲町の農業集落排水事業は、施設の整備が完了していること

から、当面（本経営戦略の計画期間である 10 年間程度）はその

現有施設をしっかりと維持管理していきます。  

  また、将来に到来する施設更新を適切かつ円滑に行うことが で

きるよう、検討・計画していきます。  

 

４  投資・財政計画（収支計画）  

 （ 1）投資・財政計画（収支計画）  

  別紙のとおり  
 

 （ 2）投資・財政計画（収支計画）の説明  

 投資的経費について  

 ・八雲 町総 合計 画 の 趣旨 に基 づい た 、平 成２ ９年 度か ら向 こう １０ 年  

間の 事業 実施 計画 （予 定） 額 を 計上 した 。  

 ・農業 集落 排水 事業（ 落部 地区 ）に つい ては、平成 ３ ３年 より 落部 農  

業集 落排 水施 設 の 長寿 命化 事業 を実 施 し、電気・機 械設 備の 計画 的  

な更 新を 行う 予定 であ る 。  

 

 

 投資以外の経費について  

 ・収益 的支 出に つい て、支 払利 息に つい ては 、今後 の起 債借 入予 定分  

も考 慮し た額 で算 出し てい る。そ の 他の 支出 につ いて は、過 去の 実  

績（ 決算 額） や平 成２ ８ 年 度の 予算 額を 考慮 して 算出 した 。  

 ・資 本的 支出 の 地方 債償 還金 につ いて は、今 後の 起 債借 入予 定分 も考  

  慮し た額 で算 出し てい る。  
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 財源について  

 ・収益 的収 入の 料金 収入 につ いて は 、過 去の 実績 や今 後の 将来 予測 か  

  ら毎年 1.5％の 減と して 算出 した 。た だし 、消 費税 率が 平成 ３１ 年  

  度に 8％から 1 0％に 引き 上げ られ る予 定で ある ため 、その 波及 額も  

考慮 して 算出 した 。  

 ・資本 的収 入 の 地 方債 につ いて は、八 雲町 総合 計画 の趣 旨に 基づ いた、 

平成 ２９ 年度 から 向こ う１ ０年 間の 事業 実施 計画（ 予 定）に 基づ き  

算出 した 。  

 ・ 収益 的収 入の 他会 計繰 入金 と資 本的 収入 の他 会計 補助 金に つい て  

は、各年 度 の収 入及 び支 出額 から 国が 定め る繰 出基 準 に よる 額を 算  

出し て計 上し 、基準 内繰 入の みで は収 支均 衡し ない 年度 にお いて は  

基準 外繰 入を 計上 して いる 。  

 

 

５  効率化・経営健全化への取組  

 ・料金 収入 につ いて は 、人 口減 少に 伴い 年々 減少 して いく 見込 みで あ  

  るが 、水洗 化率 の向 上や 料金 収納 率の 向上 につ いて 引き 続き 取り 組  

  みを 行っ てい くこ とで 、料金 収 入の 確保 に努 め る とと もに 、料金 体  

  系の 見直 しに つい ても、中長 期 的な 視点 に立 ち、将来 にわ たっ て適  

正妥 当な 料金 負担 とな るよ う検 討し てい く。  

 ・将 来の 施 設大 量更 新期 に備 えて 、施設 の長 寿 命化、ダウ ンサ イジ ン  

  グ（統 廃合）及 びス ペッ クダ ウン（ 性能 の合 理化）を検 討し てい く。 

 ・広 域化 及 び民 間活 用に つい ては 、有効 性や 可 能性 を検 討し、よ り効  

率的 な事 業運 営に 向け て検 討し てい く 。  

 

６  経営戦略の事後検証・更新等  

 ・毎年 度進 捗管 理（モ ニタ リン グ）を行 うと とも に、本計 画期 間の 前  

  期終 了時 とな る平 成３ ２年 度に 、本計 画の 見 直し（ ロー リン グ）を  

  行う 。  

 ・ 新た な経 営健 全化 や財 源確 保に 係る 取り 組み が具 体化 した 場合 は 、  

  本計 画に 追加 する 。  

 

 


